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枝肉取引の合理化をめざす県営食肉市
場の地鎮祭行なわる 
 岡山県営食肉市場（と畜場）の起工式がさる６月

21 日午前 10 時から、岡山市網浜大井手の市営と畜場

隣接の同市場建設予定地でおごそかに取行なわれま

した。これには知事代理として、大森県衛生部長、

野沢県議会農林委員のほか、関係職員、惣津県農林

部次長、坂本岡山市衛生部長、施行業者側代表の上

田東洋錦花岡山出張所長ら関係者約 30 名が出席し、

県・地元代表者による鍬入れが行なわれ、いよいよ

今秋10月竣工を目標に工事を急ぐことになりました。 

 岡山市網浜にある市営岡山と畜場は、かねてから

その設備の老朽化や、食肉の需要増加に備えて早急

な施設の改善が望まれていましたが、その施設の規

模、肉畜取引の適正化、さらに起償の点などから、

岡山市、市と畜協会、県などで協議の結果、新しく

県営として施設を設けることに決まったもので、こ

の事業は今後県畜産課が中心になって進めることに

なっています。 

 この市場の施設の概要は、さきに県が購入した同

市営と畜場の周辺地 5,025 ㎡（1,523 坪）の敷地に、

鉄筋２階建、延 1,541 ㎡のと畜場、隣接して鉄筋１

階建て 231 ㎡の枝肉取引所その他の附属施が設けら

れ予定で、総工事費は 8,200 万円、これには他県で

最近建設されていると畜場施設も参考にして、最新

式の設備がととのえられることになっています。 

 完成後はこの施設で、１日に牛馬など大家畜 100

頭、豚・めん羊など中家畜 100 頭が処理できること

になり、（現在岡山市営と畜場でのと殺頭数は年間大

家畜 6,000 頭、中家畜 3,000 頭）枝肉市場での枝肉

のセリ売りによって、農家から系統機関を通じて出

荷された肉畜の販売が合理化され、画期的な取引改

善が行なわれることが期待されます。またさらに続

いて枝肉冷蔵庫もこれに附随して設置されることに

なっており、これによって岡山市周辺の地場消費の

みでなく、阪神方面へ枝肉として出荷も可能となり、

この面でも適正価格の維持や、生体出荷による体重

の目減りなどの不利な点の改善に役立つものと考え

られます。 

 

◎集約酪農振興協議会の本年度事業 
あたらしく乳牛改良と経営改善指導 

 34 年６月に発足以来、３年目をむかえた岡山県集

約酪農振興協議会は、６月 24日、岡山市上石井の鶴

見寮で総会を開き、35 年度事業報告、役員改選、36

年度事業計画などについて審議を行ないました。 

 そのうち本年度の事業計画の概要はつぎのとおり

ですが、あたらしい事業としてとくに、乳牛改良研

究会を部会として設けること。カードシステムによ

る酪農指導の能率化を図ることにしています。 

 なお、本年度からは、集約酪農地域以外の酪農経

営改善地区をも含めて改善対策等の事業を行なうた

めに、協議会の定款の一部を改正して、集酪地域外

の改善地区は準会員として加入できることにしてい

ます。 

36 年度事業重点実施項目 

１、集約酪農 

（１）集約酪農振興計画、酪農経営改善計画実施に 

ついての協力 

 本年度は備中集約酪農地域の振興計画の変更

を必要としており、これの計画樹立に全面的に

協力すると共に、集約酪農振興計画、酪農経営

改善計画の計画達成のために努力する。 
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（２）酪農関係技術員の教育 

 特に、市町村酪農専任技術員を対象として、事

務並びに技術の向上を図ることを目的とした研

修会、講演会を開催し、必要なパンフレット、

テキストを発行する。 

（３）エンシレージ共励会の開催 

県内での生産されているエンシレージの品質

は未だ完全とは云えない。そのため、本会は岡

山県草地協会と共催しエンシレージの品質改善

を指導する。 

（４）県及び地区毎に行なう各種共励会、共進会の

協讃 

県及び地区毎に行なう乳牛共進会及び、経営

改善共励会、牛乳品質改善共励会、エンシレー

ジ乾草等粗飼料奨励共励会等に協賛する。 

（５）乳牛改良研究の開催 

 本県の乳牛は最近急速に増殖し、ホルスタイ

ン種、ジャージー種を併せて 23,000 頭に達して

おり、年々前年の 20％近くが増加している。又

県は酪農振興計画に昭和 45 年度において

46,000 頭の増殖計画をたてている。これらの乳

牛は能力の高いものでなければならない。その

ため経済性の高い能力の良い牛に改良すること

が必要であるので、県及び団体より諸者を集め

て本会内に研究部会を設け、導入種牡牛の性能

調査産乳能力の階層別調査を実施し、又県の行

なっている経済能力検定事業を推進し、産乳能

力の現状を把握し、本県に相応し乳牛の改良目

標を設定すると共に将来の改良対策を研究する。 

（６）酪農カードの配布 

 市町村酪農関係指導者、及び事務連絡用にカ

ード（ハガキ型）を定期的に配布し、指導方法

の整一化、高度化を図ると共に、事務能率の向

上を計る。 

イ 配布先 

Ａ 集約酪農地域の市町村（61）及び地域外の酪

農改善地区（10）市町村の指導員を対象とす

る。 

Ｂ その他の希望者、県（本庁職員 10）農業改良

普及員（20）家畜保健衛生所（28）農林事務

所（９）酪農関係諸団体（10）乳業者（５）

その他（28） 

ロ 配布数 

・年間１人当 100 枚あてを配布し、181 人を対象と

し年間 18,100 枚を作成配布する。 

ハ カードの大きさ及び形式 

 カードの大きさはハガキ大とし表面に図表写真

設計図等を載せ、裏面に簡単な説明使用方法を記

載する。又整理に便利なように整理数字を記入し

て、項目別に索引の出来るよう工夫する。 

ニ カードの保存 

 300 枚程入る箱を作り整理すると共に、目録によ

り早急に引出せるよう工夫する。 

ホ カードの内容 

① 乳牛に関するもの 

② 酪農経営に関するもの 

③ 農業経営に関するもの 

④ 畜産に関するもの 

⑤ 酪農行政に関するもの 

⑥その他（速報、連絡） 

 上記に関する諸表、図表、設計書を登載する。 

ヘ カードの作成方法 

（１）図表は統計書、雑誌その他より収集する外原

稿を募集して編集会議において選別登録する。 

（２）カードは２ヵ月毎に配布する。 

ト 編集会議 

 県庁農林部、大学、酪農関係団体に編集委員を委

任し、２ヵ月毎に編集会議を開き原稿を選別し編集

方法を合議する。 

チ 配布方法 

 作成カードは 10～20 枚を取纏め郵送する。 

 
◎乳牛改良研究会発足 

種雄牛の性能調査など行なう 
 さきに、岡山県酪農振興協議会で設置をきめてい

ました乳牛改良研究会は、さる６月 26 日、岡山市の

岡山県庁７階会議室に、県の酪農関係、岡山県酪連

関係者が出席してはじめての会合を開き、会則や事

業方針について協議を行ない、今後の事業計画をま

とめました。これは、県内の乳業頭数は、現在 23,000

頭に達しさらに増殖の傾向にあり、飼育頭数の増加

に伴って乳牛個体の能力も高めて酪農の生産性を向

上することが必要なので、この会によって、今後つ

ぎのような事業を行なって積極的に改良をすすめよ

うというものです。会員メンバーは、酪農振興協議

会長の委嘱によって、蔵知県畜産課長を会長に県お
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よび県酪連の酪農関係技術者を14名で構成されてい

ます。 

 会則による今後この会で行なう事業は 

１、乳牛経済能力検定事業の促進と協力 

２、乳用種雄牛の性能調査 

３、乳用牛改良目標の設定についての研究 

４、その他必要と認める事業 

となっていますが、これをもとに、昭和 36 年度はと

りあえず、高梁畜連に繋養中のホルスタイン種種雄

牛第 13 キングベッシーセントラム号、蒜山分場に繋

養のジャージー種種雄牛スターダストローヤリスト

ジュニアースゼスター号の性能調査（体型・資質）

を行なって、選択交配の資料とすることにしていま

す。 

 さらにその項目別の実施計画概要はつぎのとおり

になっています。 

（１） 種雄牛の性能調査 

 ①対象牛 前記の２頭 

 ②日 時 ８月上旬 

 ③場 所 県内 

 ④方 法 岡山県酪農試験場において方法を決定 

 ⑤調査結果のとりまとめ酪農試において（年度末） 

（２） ジャージー牛の泌乳能力の実態調査 

 ①期 間 年度内 

 ②地 域 蒜山地区 

 ③方 法 実施方法は酪試蒜山分場において決定。

（乳量の階層別分布状況について） 

 ④結果のとりまとめ 

  蒜山地区酪農指導者協議会に委託、年度末まで。 

（３） ジャージー牛の淘汰基準の設定 

 ①期 間 本年度内 

 ②地 域 蒜山・津山地区 

 ③方 法 ジャージー経済能力検定成績と、前記

の実態調査結果から総合的に考慮決定。 

 ④とりまとめ 酪農試、岡山大学に委託。 

 

 


